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【手続補正書】
【提出日】平成27年7月17日(2015.7.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信システムにおける送信端装置であって、デジタルビームフォーミングプリコー
ダをデジタル信号に掛けることによってデジタルビームフォーミングを行う少なくとも１
つのプロセッサと、
　前記デジタル信号をアナログ信号に変換する少なくとも一つの変換ユニットと、
　アナログビームフォーミングプリコーダを用いてアナログ信号のそれぞれから位相遷移
された(Ｐｈａｓｅ ｓｈｉｆｔｅｄ)信号を生成することによりアナログビームフォーミ
ングを行う多数の位相遷移器と、を含み、
　前記多数の位相遷移ユニットのそれぞれは、スイッチを介してアンテナアレイのアンテ
ナ要素(ａｎｔｅｎｎａ ｅｌｅｍｅｎｔ)に結合された(ｃｏｕｐｌｅｄ)位相遷移器を含
み、
　前記スイッチのそれぞれは、前記アンテナ要素および前記多数の位相遷移ユニット間の
パス構成(ｐａｔｈ ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ)を変更する装置。
【請求項２】
　前記スイッチは、前記位相遷移ユニットが互いに異なるアンテナアレイに接続されるよ
うに制御される請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記スイッチは、前記位相遷移ユニットが同じアンテナアレイに接続されるように制御
される請求項１に記載の装置。
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【請求項４】
　前記スイッチは、前記位相遷移ユニットが互いに異なるアンテナサブセット(Ｓｕｂｓ
ｅｔ)に接続されるように制御される請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　第１受信端および第２受信端からのサウンディング信号またはフィードバック情報に基
づいて、前記デジタルビームフォーミングプリコーダおよび前記アナログビームフォーミ
ングプリコーダを決定する制御部をさらに含む請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記アナログビームフォーミングプリコーダは、前記第1受信端のための第１副搬送波
に対して最適化されず、前記第２受信端のための第２副搬送波に対して最適化され、
　前記デジタルビームフォーミングプリコーダは、前記第1副搬送波に対する前記アナロ
グビームフォーミングプリコーダの比－最適性を補償するように決定される請求項５に記
載の装置。
【請求項７】
　前記フィードバック情報は、コードブックのインデックス、ビームフォーミング行列、
ビームフォーミングプリコーダのうち少なくとも１つを含む請求項５に記載の装置。
【請求項８】
　移動通信システムにおける送信端の動作方法であって、デジタルビームフォーミングプ
リコーダをデジタル信号に掛けることによってデジタルビームフォーミングを行う過程と
、
　前記デジタル信号をアナログ信号に変換する過程と、
　アナログビームフォーミングプリコーダを用いてアナログ信号のそれぞれから位相遷移
された(Ｐｈａｓｅ ｓｈｉｆｔｅｄ)信号を生成することによりアナログビームフォーミ
ングを行う過程と、を含み、
　前記アナログビームフォーミングは、多数の位相遷移ユニットによって行われ、
　前記多数の位相遷移ユニットのそれぞれは、スイッチを介してアンテナアレイのアンテ
ナ要素(ａｎｔｅｎｎａ ｅｌｅｍｅｎｔ)に結合された(ｃｏｕｐｌｅｄ)位相遷移器を含
み、
　前記スイッチのそれぞれは、前記アンテナ要素および前記多数の位相遷移ユニット間の
パス構成(ｐａｔｈ ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ)を変更する方法。
【請求項９】
　前記位相遷移ユニットが互いに異なるアンテナアレイに接続されるように前記スイッチ
を制御する過程をさらに含む請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記位相遷移ユニットが同じアンテナアレイに接続されるように前記スイッチを制御す
る過程をさらに含む請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記位相遷移ユニットが互いに異なるアンテナサブセット(ｓｕｂｓｅｔ)に接続される
ように前記スイッチを制御する過程をさらに含む請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　第１受信端および第２受信端からのサウンディング信号またはフィードバック情報に基
づいて、前記デジタルビームフォーミングプリコーダおよび前記アナログビームフォーミ
ングプリコーダを決定する過程をさらに含む請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記アナログビームフォーミングプリコーダは、前記第１受信端のための第１副搬送波
に対して最適化されず、前記第２受信端のための第２副搬送波に対して最適化され、
　前記デジタルビームフォーミングプリコーダは、前記第１副搬送波に対する前記アナロ
グビームフォーミングプリコーダの比－最適性を補償するように決定される請求項１２に
記載の方法。
【請求項１４】
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　前記フィードバック情報は、コードブックのインデックス、ビームフォーミング行列、
ビームフォーミングプリコーダのうち少なくとも１つを含む請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　移動通信システムにおける受信端装置であって、送信端によって送信された基準信号を
測定する制御部と、
　前記基準信号に対する測定値に基づいて生成されたフィードバック情報を送信する送信
部と、
　デジタルビームフォーミングプリコーダおよびアナログビームフォーミングプリコーダ
によってビームフォーミングされたデータ信号を受信する受信部と、を含み、
　前記データ信号は、前記送信端によって前記受信端に送信されるデータ信号を前記デジ
タルビームフォーミングプリコーダと掛けることによってビームフォーミングされる装置
。
【請求項１６】
　前記アナログビームフォーミングプリコーダは、前記受信端のための副搬送波に対して
最適化されず、
　前記デジタルビームフォーミングプリコーダは、前記副搬送波に対する前記アナログビ
ームフォーミングプリコーダの比－最適性を補償するように決定される請求項１５に記載
の装置。
【請求項１７】
　前記フィードバック情報は、コードブックのインデックス、ビームフォーミング行列、
ビームフォーミングプリコーダのうち少なくとも１つを含む請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　移動通信システムにおける受信端装置であって、送信端にサウンディング信号を送信す
る送信部と、
　デジタルビームフォーミングプリコーダおよびアナログビームフォーミングプリコーダ
によってビームフォーミングされたデータ信号を受信する受信部と、を含み、
　前記デジタルビームフォーミングプリコーダおよび前記アナログビームフォーミングプ
リコーダは、前記サウンディング信号に基づいて決定され、
　前記データ信号は、前記送信端によって前記受信端に送信されるデータ信号を前記デジ
タルビームフォーミングプリコーダを掛けることによってビームフォーミングされる装置
。
【請求項１９】
　前記アナログビームフォーミングプリコーダは、前記受信端のための副搬送波に対して
最適化されず、
　前記デジタルビームフォーミングプリコーダは、前記副搬送波に対する前記アナログビ
ームフォーミングプリコーダの比－最適性を補償するように決定される請求項１８に記載
の装置。
【請求項２０】
　移動通信システムにおける受信端の動作方法であって、送信端によって送信された基準
信号を測定する過程と、
　前記基準信号に対する測定値に基づいて生成されたフィードバック情報を送信する過程
と、
　デジタルビームフォーミングプリコーダおよびアナログビームフォーミングプリコーダ
によってビームフォーミングされたデータ信号を受信する過程と、を含み、
　前記データ信号は、前記送信端によって前記受信端に送信されるデータ信号を前記デジ
タルビームフォーミングプリコーダと掛けることによってビームフォーミングされる方法
。
【請求項２１】
　前記アナログビームフォーミングプリコーダは、前記受信端のための副搬送波に対して
最適化されず、
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　前記デジタルビームフォーミングプリコーダは、前記副搬送波に対する前記アナログビ
ームフォーミングプリコーダの比－最適性を補償するように決定される請求項２０に記載
の方法。
【請求項２２】
　前記フィードバック情報は、コードブックのインデックス、ビームフォーミング行列、
ビームフォーミングプリコーダのうち少なくとも１つを含む請求項２０に記載の方法。
【請求項２３】
　移動通信システムにおける受信端の動作方法であって、送信端にサウンディング信号を
送信する過程と、
　デジタルビームフォーミングプリコーダおよびアナログビームフォーミングプリコーダ
によってビームフォーミングされたデータ信号を受信する過程を含み、
　前記デジタルビームフォーミングプリコーダおよび前記アナログビームフォーミングプ
リコーダは、前記サウンディング信号に基づいて決定され、
　前記データ信号は、前記送信端によって前記受信端に送信されるデータ信号を前記デジ
タルビームフォーミングプリコーダに掛けることによってビームフォーミングされる方法
。
【請求項２４】
　前記アナログビームフォーミングプリコーダは、前記受信端のための副搬送波に対して
最適化されず、
　前記デジタルビームフォーミングプリコーダは、前記副搬送波に対する前記アナログビ
ームフォーミングプリコーダの比－最適性を補償するように決定される請求項２３に記載
の方法。
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